
【阿武町】地域ぐるみの防災キャンプ

〈ねらい〉

山口県の日本海沖にある断層で地震が発生したことを想定し、避

難訓練や大規模災害発生時の避難所生活を体験することにより、災

害時における的確な判断力や行動力を育成するとともに、地域住民

と協力して災害を乗り越えようとする強い心や思いやりの心、集団

生活におけるリーダーとしての資質を養う。

実 施 内 容

１ 実施日時：平成２７年８月２１日（金）・２２日（土）

２ 実施場所：阿武町町民センター

３ 参 加 者：みどり保育園園児４７人、阿武小学校児童１５人、阿武中学校生徒１４人、

県立奈古高等学校生徒２０人、保護者３人、教職員１３人

阿武地区住民１２人、阿武町消防団６人、町防災担当部局１人

阿武町教育委員会６人、山口県教育委員会１人

４ プログラム
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５ 活動の様子

１日目

《避難訓練》

町の防災無線からの訓練連絡を受けて、県の学校防災アドバイザーや町の防災担当部局の職員が

見守る中、阿武中生徒がみどり保育園園児を、奈古高生徒が阿武小児童を援助しながら阿武町町民

センターに避難しました。

〔中学生が園児を誘導〕 〔高校生が小学生を誘導〕 〔避難所に到着〕



《避難所での生活スペースづくり》

地域の防災担当の人たちから、避難所でのプライベートスペースの必要性を学びました。

その後、地域の方と生活スペースをダンボールで作りました。

《夕食・避難所生活に必要な表示づくり》

夕食は、日赤奉仕団の方に、非常食（アルファ化米、保存用豚汁）を準備していただきました。

その後、避難所生活のルールを考え、必要となる表示づくりを作成し、会場に掲示しました。

２日目

《地域探訪》

５グループに分かれ、消防団の方と一緒に、地域の危険箇所等を見て歩きました。消防団の方

から、奈古地域で想定されている津波などの自然災害と危険個所等の説明を受けました。

《ハザードマップづくり》

消防団の方に助言をいただきハザードマップを作成しました。防災の立場から自分たちの町の

様子を考えるよい機会になりました。

〔避難所生活を考える〕 〔生活スペースの作成〕 〔生活スペースの作成〕

〔夕 食〕 〔表示づくり〕 〔グループ発表〕

〔町防災担当、消防団の説明〕 〔海抜高度について〕 〔危険箇所について〕

〔ハザードマップづくり〕 〔ハザードマップづくり〕 〔グループ発表〕



※ 地域住民への啓発

《公民館での紹介》

２日間の取組や５つの班が

方々に紹介しました。

《広報紙等による紹介》

「広報 ABU あぶ９月号」

《児童生徒アンケート結果（小学生
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〔活動を振り返る子どもたち：表〕 〔ハザードマップ
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ハザードマップ：裏〕

阿武町役場 HP からも閲覧可能〕

トップページ左下〕


